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市
議
会
第
一
回
定
例
会
 

②

五
所
川
原
全
国
凧
揚
げ
大
会
 
③

防
犯
笛
、
D
V
D
な
ど
寄
贈
 
④

お
知
ら
せ
 
⑤

5
⑨

ヘ
ル
ス

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
：⑩
 

主な内容 三
月
二
十
日
の
春
分
の

日
に
、

七
和
地
域

住
民
協
議

会
（
伊
藤
博
会
長

）
は
、

地
域
内

で
平
成
十
五
年
中
に

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
十

四
人
の
両
親
に
対
し
記
念
品
を

贈
呈
し

て
お

祝
い
し
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
、
 

「赤
ち
ゃ
ん
は
地
域
の

宝
、
財
産
で

す
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に

し
て
そ
の
年
に
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
ご
両

親
を
招
待
し

地
域

で
祝
福
す
る

誕
生
記
念
事

業
を
平
成
十
年

度
か
ら
行
っ

て
い
て
、
今
回

で
連
続
六
回
と
な
り
ま
し
た
。
 

式
で
は
、

伊
藤
会
長
か

ら
「
少
子
化
傾
向

に
歯
止
め
を
か

け
深
い
愛
情
を
も
っ

て
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
岩
見
助
役
が
「

皆
さ
ん
の
活
動

は
少
子
化
対

策
の
鏡
と

言
え

る
も
の

で
あ
り

今
後
と
も
ぜ
ひ
続
け

て
欲
し

い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
 

赤
ち
ゃ
ん
の
手
形
、

足
形
な
ど
が

入
っ
た

命
名
書
や
木
製
玩
具
、

赤
ち
ゃ
ん
用
食
器
セ

ツ
ト
、
誕
生
日
の
新
聞
の
ダ

イ
ジ
ェ

ス
ト
版

な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
赤
ち
ゃ
ん
の
両
親
を

代
表
し

て
羽

野
木
沢

の
阿
部
和
博
さ
ん
が
「

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
身
と
も
に
健
や
か

な
子

に
育
て
ま
す
。

こ
の
子
ら
を

温
か
い
目
で
見

守
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
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平
成
十
六
年
五
所
川
原
市
議
会
第

一
回
定
例
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
三
十
議
案
を
可
決
。
ま
た
、
 

任
期
満
了
に
伴
い
二
名
の
人
権
擁
護

委
員
乞
推
薦
し
ま
し
た
。
 

定
例
会
の
初
日
、
成
田
市
長
は
「
本

年
は
、
当
市
に
と
っ
て
市
制
施
行
五

十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
が
、
先
人
達
が
不
擁
不
屈
の
精
神

で
守
り
、
築
き
あ
げ
て
き
た
五
所
川

原
を
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
に
導
い

て
行
く
こ
と
こ
そ
が
、
私
の
最
大
の

使
命
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
立
伎
武
多

の
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
、商
業
、
 

観
光
だ
け
で
な
く
幅
広
い
分
野
に
お
 

い
て
交
流
促
進
の
中
心
と
な
り
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
く
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
施
政
方
針
を
表
明
し

ま
し
た
。
 

新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
 「
立

侯
武
多
の
館
建
設
事
業
」
終
了
に
伴
い
、
 

前
年
度
予
算
と
比
較
し
て
三
十
三
億

四
千
万
円
、
1
5
.
o
ぎ
減
の
百
八
十
九

億
五
千
万
円
と
なり
ま
し
た
。
市
長
は
、
 

「
活力
あ
る
元
気
な
ま
ち
五
所
川
原

の
創
造
に
向
け
た
各
種
政
策
の
推
進

を
図
る
う
え
で
質
的
、
内
容
的
に
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
市
発
展
の
基
礎
を
築
く
た
め

計
上
し
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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可
決
さ

れ
た
議
案
 

◇
平
成
十
五
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
 

補
正
予
算
ほ
か
五
件
 

・

一
般
会
計
は
、
二
億
二
千
八
百
八
十

万
一
千
円
を
減
額
し
て
総
額
二
百
一
一

十
五
億
六
千
五
百
三
十
万
六
千
円
に

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計

予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
介
護
保
険
 

イ
 
 

特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
立
高
等
看
 

護
学
院
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
下
水
道
事
 

業
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
農
業
集
落
 

排
水
事
業
特
別
会
計予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
公
共
用
地
 

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
病
院
事
業
 

会
計
予
算
 

◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
業
 

会
計
予
算
 

×
◇
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算
 

◇
記
号
式
投
票
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案
 

◇
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派

遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条

例
案
 

◇
五
所
川
原
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
 

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例

の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
長
寿
褒
彰
金
支
給
条
例
等

の
一
部
を改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
子
宝
祝
金
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

◇
議
員
提
出
議
案
 

・

地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
等
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
案
 

平
成
十
六
年

度
の
 

主
 
な
 

事
 

暮
ら
し
や
す
く
楽
し
い
ま
ち
 

〇
中
心
市
街
地
緊
急
地
区
土
地
区
画
整
理
 

事
業
 
五
四
、四
四
〇
千
円
 

〇
広
田
・
尻
無
線特
定
交
通
安
全
施
設
等
 

整
備
事
業
 
二

〇
、
〇
〇
〇
千
円
 

〇
漆
川
・
岩
木
町線
街
路
整
備
事
業
 

二
九
〇
、
〇
〇
〇
千
円
 

〇
松
島
市
営
住
宅
建
替
事
業
 

三
七
九
、
九
七
六
千
円
 

人
に
や
さ
し
く
強
い
ま
ち
 
舞

麟
麟
 

〇
交
通
整
理
員
設
置
事
業
 

六
、
五
二
七
千
円
 

〇
雪
寒
機
械
購
入
事
業
 

二
四
、
九
一
二
千
円

（
除雪
ド
ー
ザ
 

の
購
入
）
 

〇
ご
み
収
集

・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

一
〇
五
、九
八
〇
千
円
 

と
も
に
支
え
合
い
活
力
を
創
造
す
るま
ち

〇
あ
お
も
り

「
冬の
農
業
」
施
設整
備
対
 

策
事
業
 
一
三
、
八
五
七
千
円

（
耐雪

型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
整
備
）
 

〇
緊
急
地
域
雇
用
創
出
対
策事
業
 

五
四
、
八
一
六千
円
 

〇
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
緊急
整
備
事業
（
中

泉
地
区
）
 
二
一
、五
〇
〇
千
円
 

健
康
で
温
か
な
福
祉
の
ま
ち
 

〇
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
 

四
、
七
一
四
千
円
 

〇
五
所
川
原
市
子
宝
祝
金事
業
 

一
一
、五
八
〇
千
円
 

〇
乳
幼
児
医
療
給
付
事
業
 

四
四
、
六
二
〇
千
円
 

4
歳
児
未
満
の
乳
幼
児
医療
費
全
額
助
 

成
（
所
得
制
限
有
り
）
 

人
間
性
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り

と
地
域
文
化
を
育む
ま
ち
 

〇
五
所
川
原
第
一
中学
校
建
設事
業
 

二
、
八
九
八
千
円
（
校
舎
新築
地
質
調
査
）
 

〇
三
好
小
学
校
階
段
改
修
事
業
 

一
一
、六
一
八千
円
 

〇
楠
美
家
住
宅
活
用
促
進
事
業
 

一
一
六
、二
五
〇
千
円
 

一
地
域
と
と
も
に
歩
む
開
か
れ
た
ま
ち
 

〇
市
制
施
行
5
0周
年
記
念
式
典
開
催
事
業
 

八
、
二
五
五
千
円
 

〇
葬
祭
苑
管
理
業
務
事
業
 

四
、
九
五
九
千
円
 

平
成
十
六
年
市
議
会
第

一
回
定
例
会
 
一
般

鷺

援
億
五千
万
円

成
田
市
長
 
施
政
方

針
を
議
会
で

表
明
 
前
年義

「
億
四
千
万
円
減
 

,
 

r
 



島
悔
の
目
で
農
蝋
奄
参
m警
句
 

大
空
に
凧
が
舞
う
腕
自
慢
た
ち
の
競
演
 

「
女
性
によ
る
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経営
討
論
会」
 

鰯
 9⑥ 

三
月
十
五
日
、
 「第
二
回
 
女
性

に
よ
る
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
討

論
会
」
が
市
役
所
で
開催
さ
れ
、市
議
、
 

農
業
委
員
、
農
協
女
性
部
支
部
長
、
 

V
i
c
ウ
ー
マ
ン
ら
市
内
の
女
性
十

四
人
が
一
同
に会
し
農
業
経
営
全
般

に
わ
た
り
話
し合
い
ま
した
。
 

農
業
を
担ら
女
性
が集
ま
り
、農
業

・

農
村
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の
変
化
に
 
 迅

速
に
対
応
し
た
経
営
確
立
と
パ

ー
 

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
農
村
づ
く

り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
に
続
き
市
農
業
委
員
会
（
秋
田
嘉

徳
会
長
）
が
主
催
し
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。
 

討
論
で
は
、
市
農
業
委
員
の
斉
藤

久
子
さ
ん
ら
が
地
産
地
消
の
取
り
組

み
と
し
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
市
の

農
産
物
を
取
り
入
れ
る
た

め
視
察
し
た
結
果
を
報
告
。
 

「
地
産地
消
に
つ
い
て
は

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

る
べ
き
」
 
と
い
った
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、遊
休
農
地

の
利
活
用
で
は
「
昨年
、
 

農
業
委
員
会
で
行
な
っ
た

サ
ツ
マ
イ
モ
育
成
は
、初

め
は
心
配
し
た
が
思
っ
た

よ
り
収
穫
で
き
た
。
今
後

は
各
団
体
に
働
き
か
け
、
 

一
緒
に農
作
業
し
な
が
ら

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

繋
げ
て
い
った
ら
どう
か
」
 

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
 

岩
木
川
河
川
敷
で
三
月
十
四
日
、
第
十
回
五
所
川
原
全
国
凧
揚
げ

大
会
が
開
催
さ
れ
、
年
齢
と
凧
の
種
類
別
に
設
け
ら
れ
た
六
ク
ラ
ス

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
約
三
百
人
の
選
手
が
、春
風
吹
く
大
空
を
ス
テ
 

ー
ジ
に
し
て
凧
の
見
栄
え
、
安
定
度
、
う
な
り
な
ど
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
大
会
に
は
県
内
は
も
と
よ
り
愛
知
県

や
奈
良
県
な
ど
十
二
都
県
、
五
十
団
体

が
参
加
し
、
津
軽
地
方
で
は珍
し
い

絵
柄
や
形
の
凧
が
見
ら
れ
た
り
、
 

テ
ン
ト
で
は
愛
好
家
同
士
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
五
大
会
ぶ
り
に
強

風
が
吹
き
続
け
、
大
き
な
凧
も

次
々
と
勢
い
よ
く
空
へ
舞
い
上

が
り
、
微
動
だ
に
せ
ず
堂
々
と
し

た
雄
姿
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 



s
d
Sたす
け
っ
呼

（
こ）
の
笛
 

市
」
寄
贈
 

「
た
ず
ふり
り
こ
の
A
戸
』
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多
の
館
を
は
じ
め
津
軽
鉄
道
の
駅
な

ど
で
展
示
放
映
し
P
R
す
る
予
定
で
す
。
 

の
館
を
は
じ
め
津
軽
鉄
道
の
駅
な
 
雄
要

）
【
「
方一
一
千
八
十
五
円
（
第

で
展
示
放
映
し
P
R
す
る
予
定
で
す
。
 

二
十
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ

ー
 

小
学
生
に
防
犯用
の
笛
を
贈
る
活
動

を
続
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
 

ー
プ
 「
た
す
け
っこ
の
会
」
 
（里
村

誠
悦
会
長
）
は
、
三
月
十
七
日
、
市

内
全
小
学
生
へ
と
防
犯
笛
を
市
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
発
生

し
た
大
阪
教
育
大
付
属
池
田
小
学
校

児
童
殺
傷
事
件
を
機
に
、
子
ど
も
た
 
 ち

の
安
全
を
地
域
ぐ
る
み
で
守
っ
て

い
こ
う
と
青
森
で
設
立
し
た
も
の
で
、
 

事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に

な
っ
た
際
に
吹
く
防
犯
笛
を
こ
れ
ま

で
青
森
市
や
弘
前
市
の
一
部
に
寄
贈

し
て
き
ま
し
た
。
 

今
回
寄
贈
し
た
三
千
二
百
個
の
笛
に
 

[
s
o
sた
す
け
っ
呼

（こ
）
］
と書

か
れ
た
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
五
所
川
原
 

第
二
中
学
校
の
福

士
徹
生
徒
会
長
も

一
緒
に
同
行
し
、
 

笛
の
見
本
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
 

里
村
会
長
か
ら

目
録
を
受
け
取
っ

た
成
田
市
長
は
、「
地

域
ぐ
る
み
で
児
童

生
徒
を
守
る
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
と

し
て
こ
の
笛
を
活

用
し
ま
す
」
 
とお

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
で
は
早
速
小

学
校
全
校
児
童
に
 

笛
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

N
T
T
ド
コ
モ
東
北
青
森
支
店
 

市
へ
C
M作
品
集
 
寄
贈
 

二
月
十
日
、
N
T
T
ド
コ
モ
東
北

青
森
支
店

（
平
野幸
一
支
店
長
）
か

ら
ド
コ
モ
東
北
c
M
作
品
集
（
D
V
 

D
版
）
五
十
枚
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

こ
の
D
V
D
は
、
東
北
六
県
そ
れ

ぞ
れ
の
自
然
・
歴
史

・
文
化
を
織
り

交
ぜ
た
c
M
の
作
品
集
で
、
東
北
を

一
巡
し
た
こ
と
を
記
念
し
制
作
さ
れ

ま
し
た
。
 

津
軽
鉄
道
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
取
材
の
際
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。
 

市
制
施
行
五
＋
周
年
の
記
念
と
し
て

市
制
運
営
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

手
渡
す
楠
美
さ
ん
（
中
央
）
 

 

福出さん膿、『この箇が役に立ブようなことが行なわれ
ないよう隠と心を込めみんなでβク＝＝ル貼りをしました』 
と圏していました回 	ノ 

 

k
 

セ
可
由
日
 

5
ど
つ
もあ
り
がと
つ
ijざ
い
ま
した
5
 

プ
 
叱

1
且

“
 

⑨
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

市
で
は
、
こ
の
D
V
D
を
立
侵
武
 

〇
津
軽
三
味
線
 
滝
栄
会
（
大
邑
滝
 

益
金
）
。
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
（
千
葉
勝
 

贋
会
長
）
H
訪
間
（
歌
、踊
り
ほ
か
）
。
 

市
芸
術
文
化
振
興
等
基
金
へ
 

平
川
直
弘
さ
ん
（
若
葉
二
丁
目
一
 

の
三
の
七
）
【
十
万
円
。
 

五
所
川
原
市
へ
 

楠
美
て
い
さ
ん
（
弘前
市
品
川
町
）
 

n
三
十
万
円
。
 



ご
利
用
く
だ
さ
い
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課
 内
線
2
0
3
5
2
0
5
 

未
成
年
者
の
飲
酒
・
喫
煙
は
 

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
 

◇
受
付
時
間
 
毎
週
土
曜
日
9
1
1
2時
 

◇
受
付
業
務
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
謄
本）
の交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人
（
抄
本）
の
交付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
 

た
場
合
の
み
交
付
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（
年
金受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録
・
住
民
異
動
及
び戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

酒
や
タ
バ
コ
は
、
未
成
年
の
う
ち
に

経
験
す
る
ほ
ど
習
慣
に
な
り
や
す
く
、
 

や
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
 

成
長
期
の
身
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
興
味
本
位

か
ら
の
飲
酒
や
喫煙
が
、
薬
物
乱
用
（
 

の
入
口
と
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
 

未
成
年
の
飲
酒
・
喫煙
を
防
止
す
る
環

境
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
 

少
年
に
関
す
る
悩
み
ゃ
相
談
は

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

（3
3)
7
6
7
6
 

国
民
年
金
は
前
納
で
き
ま
す
 

国
保
年
金課
 
内
線
2
1
1
5
21
3
 

【今
月
の
相
談
旦
 

各
種
相
談
を
お
受
け
して
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
「」
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
交
通
事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
o
2
 

交
通
事
故
に
つ
い
て
専
門
員
が
相

談
を
受
け
ま
す
。
 

●

4
月
1
3日
因
・
2
7日
因
 

1
0時

ー
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

交
通
事
故
相
談
員
 

⑨
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
o
2
 

行
政
な
ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
8
日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

●

4
月
2
2日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
税
金
の
相
談
日
 

税
務
課
 
内
線
4
2
o
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

4
月
7
日
困
 
9
時
3
0分

5
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

＠
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

公
（
3
4)
2l
o
8
 叫（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
 

庭
や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
 

い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
な
ど
の
相
 

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

4
月
9
日
園
 
1
3時

5
1
4時
 

◇
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

4
月
2
7日
因
 
1
3時

ー
1
4時
 

容
積
率
が
変
わ
り
ま
し
た
 

都
市
計
画
課
 
内
線3
2
3
 

建
築
住
宅
課
 
内
線3
3
4
 

五
所
川
原
都
市
計
画
区
域
の
う
ち

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
の
容

積
率

（
敷
地面
積
に
対
す
る
延
べ
床

面
積
の
割
合
）
が
2
o
o
%

（
旧
容

積
率
4
o
o
%
）
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
後
、
工
事
等
に
着
手
す
る
場
合
、
 

新
し
い
容
積
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

緊
急
地
域
雇
用
創
出
対

策

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
8
2
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定所
 

容
（3
5)
31
7
1
 

平
成
1
6年
度
に
お
い
て
緊
急
地
域
一
雇

用
創
出
特
別
交
付
金
を
活
用
し
、
緊
急

か
つ
臨
時
的
な
雇
用
・
就
業
機
会
の
創

出
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実施
し
ま
す
。
 

事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
商
工

観
光
課
へ
。
求
人
に
関
す
る
情
報
は
五

所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
へ
。
 

国
民
年
金
に
は
、保
険
料
を
あ
ら
か

じ
め
一
括
し
て
納
め
る
こ
と
が
でき
る
 

「
前納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、保
険
料

が
割
引
さ
れ
、
ま
と
め
て
納
付
す
る
の

で
納
め
忘
れ
の
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
 

4
月
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
の
「
前

納
用
」
を
使
用
し
て
4
月
中
に
ま
と
め

て
一
年
分
を納
付
す
れ
ば
2
8
3
o円
 

(6
カ
月
前
期
前
納
の
分
で
6
5
0
円
、
 

後
期
前
納
は
1
0月
納
付
で
6
5
0
円
）
 

の
割
引
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
4
月
か
ら
は
コ
ン
ビ
ニ
（
サ
 
 ン

ク
ス
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
ミ
ニ

ス
ト
ップ
、
サ

ー
ク
ル
K

、
ロ
ー
ソ
ン）
 

で
の
納
付
も
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

市
民
農
園
参

加
者
募

集

農
政
課
 
内
線
3
5
4
 

今
年
も
市
民
の
方
々
に
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
農

園
を
開
園
し
ま
す
。
 

対
象
 
市
内
に住
所
を
有
す
る
方
で
一

世
帯
一
区
画
 

対
象
面
積
 
一
区
画
2
4m
（
約7
坪
）
 

区
画
数
 
7
0区
画
（
申
込み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
 

利
用
料
 
無
料
 

申
込
締
切
 
4
月
2
6日
の
必
着
 

申
込
方
法
 
往復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
 

〒
o
3
71
8
68
6
 五
所
川
原
市

岩
木
町
1
2
 市役
所
農
政
課
ま
で
。
 

開
園
日
 
5
月
中
旬
 

場
所
 
松
島
町
一
丁
目5
o
51
1地
内
 

五所川原市役所 公35-2111 5 平成16年 4月 1日 



津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
 

公
（
2
9)3
3
5
o
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
期
ぐ

会
員
募

集
 

五
所川
原
市
グラ
ウ
ン
ドゴ
ル
フ
協
会
 

容
（3
5)1
2
9
6
 神
 

老
若
男
女
、
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
随
時
入
会
で
き
ま
す
。
 

◇
場
所
 
菊
ケ
丘
運
動
公
園
 

◇
会
費
 
年
1
0
0
0円
 

×
 

春
の
ケ
リ
ー
ン
作
戦
J
 

（
泥
上
げ）
 

環
境
対
策
課
 
内
線2
31

・
2
3
3
 

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
 

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
 

五
所
川
原
警
察
署
交
通
課
 

容
（あ
）2
1
4
1
 内
線
4
1
4
 

嗣
屍
サ
 ロ 

ン
 

平成16年 4月1日 6 

●

4
、
1
0月
の
毎
月
第
4
日
曜
日
1
6時
 

津
軽
金
山
焼
特
設会
場
 

◇
区
画
 
1
ブ
ー
ス
郵
m
×瑠
m
 

◇
出
店
費
用
 
無
料
 

※
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し込
み
く
 

だ
さ
い
。
詳
細
は
電
話
で
お
間
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

古
い
電
話
帳
の
回
収
 

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
ー
 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
 

雪
0
1
2
0
(
50
6
)3
0
9
 

N
T
T東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
4
 ×
 

月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
ご

家
庭
、
事
業
所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
 

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
 

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え
い
た
し
ま

す
の
で
、
配
達
員
（
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 

N
T
T
で
は
地
球
環
境
保
護
と
し
て
、
 

純
正
パ
ル
プ
の
消
費
節
減
に
取
り
組
み
、
 

回
収
し
た
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電

話
帳
を
つ
く
る
電
話
帳
循
環
型
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
配
達

員
に
渡
せ
な
か
っ
た
方
は
後
日
改
め
て

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
タ
ウ
ン
ペ

ー
 

ジ
セ
ン
タ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
 

中
央
ク
ラ
ブ
 部
員
募
集
 

容
（3
5)2
2
o
7
 
寺
田
（1
9時以
降
）
 

一
緒
に
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

ー
 

●

練
習
日
 
毎
週
火
曜日

1
95
2
1時
 

中
央
小
学
校
体
育
館
 

う
会
費
 
月

5
0
0
円
 

第
1
回
ま
ち
づ
く
り
 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
開
催
 

五
所
川
原
市
中
心
市街
地
活
性化
推
進

協
議
会
 
事
務局
 
雪
（3
5)o
o
o1
 

立
侵
武
多
の
館
と
中
心
商
店
街
再
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
。
 

●

4
月
1
6日
国
 
1
8時
3
0分
 

五
所
川
原
商
工
会
館
 
2
階
ホ
ー
ル

◇
講
演
 
「
海
外の
ま
ち
づ
く
り
事
例
」
 

（ス
ラ
イ
ド
上
映
あ
り
）
西
谷
例
 

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
どう

す
る
…
、
中
心
商
店
街
の
再
生
ー
」
 

春
の
清
掃
運
動
の
一
環
と
して
側
溝

か
ら
上
げ
た
泥
の
回
収
を行
い
ま
す
。
 

側
溝
の
泥
上
げ
を
計
画
し
て
い
る
町
内

会
は
、
実
施
日
及
び
回
収
日
程
を
環
境

対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◇
泥
上
げ
実
施
期
間
 

4
月
5
日
明
1
5
月
5
日
休
 

◇
回
収
期
間
 
5
月
6
日
困
5
 

◇
注
意
事
項
 
必
ず
土
の
う
袋
を
使
用

し

（
土
のう
袋
以
外
は
回
収
し
ま
せ

ん
）
、
2
5
3カ
所
に
ま
と
め
て
乾

燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
土
の
う
袋
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
町
内
会
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五
所川
原

募
集
事
務
所
 
容
（
3
5)2
3
o
5
 

◇
募
集
候
補
生
（大
学
卒
業
程
度
）
 

一
般
・技
術
幹
部
候
補
生
 

（
音
楽
・パ
イ
ロ
ッ
ト
要
員
を
含
む
）
 

歯
科
・
薬
剤
科幹
部
候
補
生
 

◇
受
付
期
間
 
4
月
5
日
囲
1
5
月
 

1
1日因
 
締
切
日
必
着
 

◇
試
験
日
 
一
次
 
5
月
2
2日
田
・
 

2
3日⑩
 
2
3日
は
飛
行
要
員
の
み
 

◇
入
隊
 
1
7年
3
月
下
旬
5
4
月
上
旬
 

※
応
募
資
格
な
ど
詳
細
は
事
務
所
ま
で
。
 

北
辰
大
学

（
高
齢者
教
室
）
 

平
成
1
6年度
 
受
講
者
募
集
 

生
涯
学
習
課
 
北
辰
大
学
係
 

内
線
5
5
7
 

6
月
に
開
講
す
る
北
辰
大
学
（
高
齢

者
教
室
）
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
目
的
 
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
求

め
、
講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て

仲
間
づ
く
り
ゃ
住
み
よ
い
街
づ
く
り

の
た
め
の
連
帯
感
を
高
め
る
。
 

◇
対
象
 
市
内
に在
住
す
る
6
0歳
以
上

の
方
で
通
学
で
き
る
方
 

◇
学
習
日
程
・
場
所
 
6
月
か
ら
平
成
 

1
7年
2
月
ま
で
の
第
2
水
曜
日
 

午
前
…
講
演
（
全体
）
 

午
後
：
《ク
ラ
ブ
活
動
（
希
望
者）
 

中
央
公
民
館
 

◇
申
込
期
限
 
5
月
7
日
国
 

◇
開
講
式
 
6
月
2
日
困
 
1
3時
 

南
部
地
区

土
地
区

画

整
理
審
議
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
 

区
画
整
理
室
 
内
線3
2
5
 

広
報
1
月
1
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

の
選
挙
は
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の

数
が
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
を
超
え
な

か
っ
た
の
で
投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
土
地
所
有
者
か
ら
選
ば
れ
た
審

襲

ム
委員
は
次
の
と
お
り
。
 （
敬称
略
）
 
 

（
元
町）
 
平
山
洋
一
 

（
八重
菊
）
本
荘
 
実
 

（鎌
谷
町
）
木
村
健
一
 

（
金
山）
 
渋
谷
正
夫
 

（
田
町）
 
小
田
桐
国
光
 

（
松
野
木）
長
内
昭
文
 

（
烏
森
）
 
外
崎
 勲
、
石
井
昭
一
一
 

（
湊）
 
平
山

敏
展
、
平
山
雄
一
 

小
田
桐
 
責
 

警
察
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
県
内
2
0
 

警
察
署
管
内
に

「
い
き
い
き
シ
ルバ

ー
 

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
」
を
設
定
し
、
 

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
様
々

な
交
通
安
全
運動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
栄
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
て
 

・

高
齢
者
在
宅
家
庭
へ
の
個
別
訪
問
に

よ
る
交
通
安
全指
導
 

・

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
座

談
会
等
の
開
催
 

・

交
通
安
全
運
動
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

・

交
通
安
全
施
設
の
整
備
促
進
 

に
つ
い
て
関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
 

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

《
五所
川
原
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
 

・

五
所
川
原
警
察
署
》
 

五所川原市役所 容35-2111 



緑の募金のお願い 事務局 農政課 内線352 

◆加蒜携羅活 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

環
境
対
策
課
 内
線
2
3
1
・
2
3
3
 

犬
の
ふ
ん

に
困
っ
て
い
ま
す
 

「緑の羽根」はふるさとを愛するシンボルです。豊か

な自然がもっと広がることを願い、 「緑の募金」運動

を展開します。緑があるれるふるさとを創ってゆくた

めに、皆様のご協力をお願いします。 

◇募集期間 4月1日（木）~5月31日（木） 

山火事注意 	 農政課 内線352 

貴重な森林を守り、豊かな郷土を築くため、山に入る 

方は、次のことを守りましょう。 

①枯れ草等のある危険な場所では、たき火をしないこと。 

②強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと。 

③たき火の場所を離れるときは完全に消すこと。 

④たばこの吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨てな 

いこと。 

⑤火遊びはしないこと。 

⑥火入れをするときは、市長の許可が必要です。 

苗木を無償配布します 
北地方農林水産事務所林業振興課 公34-2111 内線243 

山火事防止PR活動の一環として、苗木を無償配布

します。 

●4月16日（金） 13時 ェルムの街Sc専門店入口 

◇苗木 ヒノデツツジ、コブシ（各250本） 

◇主催 北五地区山火事防止対策協議会 

一県賞」事宅△昼者幕集 
県土整備事務所建築指導課

容 34-2111 内線283 

◇募集住戸 広田団地（みどり町地内） 

鉄筋コンクリート造 3Kl戸 

◇募集期間 4月1日（木）~30日（金） 

◇その他 入居するには入居基準があります。家賃は 

所得額に応じて決定されます。 

広田団地 3K 10,600円～17,600円程度 

※ 6月より募集回数が年6回（6・8・10・12・2・4月） 
となりました。詳細は建築指導課までお問い合わせ 

ください。 

建築住宅課 	内線330 

県住宅供給公社住宅部住宅企画課 容O1 7-723-1627 

青森県住宅供給公社では、次のとおり平成16年度の 

住宅団地分譲について募集します。 

◇現地案内会 4月18日（日） 10時～16時 

団 地 名 はるにれ住宅団地 

分譲区画数 103 
敷地面積 221n (66. 8坪)~ 401n (121. 4坪) 
敷地価格 759万円～1,378万円 
区画決定方法 先着順 
受付期 限 平成17年3月31日まで 

受付場所 
五所川原市建築住宅課、または青森県住
宅供給公社住宅部住宅企画課 

	く 

	ノ 

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
の
で
効

果
的
で
す
。
 

『そ
の

油
断
 
火
か

ら
 

炎

へ
 
災
い

へ
』
 

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
次
 
◇
主
な
行
事
 

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
4
月
1
2日
の
 
9
時
5
1
1時
3
0分
 

・

鳥
小
屋
に
は
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ
う
 
消
防

署
に
よ
る
パ
レ
ー
ド

に
網
で
囲
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
4
月
1
3日
因
 

・

野
鳥
の
エ
サ
と
な
る
も
の
を
周
辺
に
 
①
9
時
3
0分
5
1
1時
釦
分

放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

消
防
団
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

・

噴
霧
器
、
ジ
ョ
ウ
ロ
な
ど
で
鳥
小
屋
 
②

9
時
3
0分

5
1
3時
 
女
性
消
防
団
員
 

内
外
、
特
に
入
ロ
を
重
点
的
に
消
毒
 
に

よ
る
街
頭
広
報
活
動
 

薬
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
4
月
1
4日
困
 
9
時

ー
1
2時
 

・

入
口
に
消
毒
薬
を
入
れ
た
容
器
な
ど
 

一
日消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防
火
 

（
踏込
み
槽
）
を
置い
て
出
入
り
に
際
 

協
会
及
び
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

し
履
物
ご
と
踏
込
む
と
、
外
部
か
ら
 

街
頭
パ
レ
ー
ド
 

県
下
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
並
び
に
五
所
川
原
消
防
署
で
は
、
防

火
P
R
の
た
め
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等

を
実
施
し
ま
す
。
 

●

4
月
1
2日
囲
5
1
8日
回
 

木
造
家
畜
保
健
衛
生
所
 

容
（4
2)2
2
7
6
 

市
役
所
農
政
課
 

内
線
3
5
2
 

鳥
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
 

皆
様
へ
 

最
近
、
犬
の

「ふ
ん
」
 の
苦
情
が
絶

え
ま
せ
ん
。
ご
く
一
部
の
飼
い
主
の
道

徳
意
識
の
欠
如
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

猫
に
つ
い
て
も
、
 「
ふ
ん」
 の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
飼
い

主
、
こ
れ
か
ら
飼
い
主
と
な
る
方
は
、
 

動
物
の
本
能
や
習
性
を
十
分
に
理
解
し

た
適
切
な
飼
育
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

消
防
本
部
 
公
（
3
5)2
0
1
9
 

・

作
業
後
は
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。
 

・

鳥
を
野
山
に
放
し
た
り
せ
ず
、
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・

鳥
が
食
欲
を
な
く
し
た
り
、
呼
吸
の

仕
方
が
異
常
に
な
っ
た
り
、
急
死
が

み
ら
れ
た
な
ら
、
直
ち
に
市
役
所
又

は
木
造
家
畜
保
健
衛
生
所
に
連絡
し

て
く
だ
さ
い
。
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●

木
村
涼
介
（

り
ょ
う
す
け
）
く
ん

3
歳
と

提
供
会
員
の
小

田
桐
裕
子

さ
ん
 

子育こは地域のみんなの手乙‘! 

五所'II原‘ 
フアミI) -サltプトセソタっノ 

活動紹介 No. 25 

仕事で忙しいお母さんに代わって、提供会員の裕
子さんが耳鼻科通院の付き添いです。どこに行って
もアイドルの涼介くんは、看護師さんや他の患者さ
んからも声をかけてもらいご機嫌です。治療も泣か
ずに受けました。涼介くんのかわいい笑顔で、朝の
冷たい空気もほんのり暖かくなります。 

随時会員募集  2  35-8953 

◇家族で映画を楽しむ会 4月 
昔けがをして公平じいさんに助けられた小グマの

ミナク口が、母となり戻ってきた。ある日、ミナク
口は凶暴なクマに襲われた公平じいさんを助けるの
だが・・‘ 。動物と人間の交流を描いた『クマの
ミナク口と公平じいさん』、 『日本昔ばなし』から 
「金太郎」 「おむすびころりん」などをお楽しみく
ださい。 
4月24日（土） 10時～11時30分 （無料） 

◇こいのぼり提供のお願い 
今年も公民館では子どもたちの健全な発育を願い、 

4月上旬から約100匹のこいのぼりを泳がせる予定
です。皆さんの家庭で不要になったこいのぼりがあ 

、りましたら、公民館への提供をお願いします。 
＞ーレし一 	 一、ム口  vノ」ーハ＝ Uノ川',. ', レ～。 	ノ 

、、 

璽虜鯛からの言 ’知 轟ゆ 
◇利用時間 火～金曜日 9時30分～18時 

土・日曜日 9時30分～17時 
◇4月の休館日 毎週月曜日、15日（木）・ 29日（木） 
◇4月のおはなし会 テーマ「たまご」 

4月17日（土） 13時30分～14時30分 

叱Zからの ふるさと交流圏民センター B33-2111 

膚制施行50周年記念コンサート 

WIENER SOIl STEM TRIO 
ウィーン‘ゾリステン‘トリオ＆筆コンサート・フュージョン 

5月13日（木）開場 18時開演 18時30分 

前売 3,800円 当日 4,000円 オルテンシア 

■プレイガイド オルテンシア、工ルム文化センター 冒(33)6276 

イオン柏Sc総合サービスセンター 容(25) 3450 

ファッションショップ松屋 公(34)2045 

■問い合わせ オルテンシアまたは 

奥津軽ふるさと愛する会 雪(34)2045 

4 月の催物案内 
日 曜 催 	物 開催 入 場 料 

大
 

ホ
 

ー
 
ル
 

 

4
  

日
  

ャマハ音楽教室 
発表会 13 : 30 無 	料 

8
  

木
  

五所川原市制50周年記念 

NH K-FMDるの歌謡曲」 

公開録音 
ゲストノ冠 二郎 小金沢昇二 

西尾夕紀 麻生詩織 
南かなこ 林あさ美 

 	18 :15 整 理 券 

日
  

お世話になります 
歌謡ショ― 

13 : 00 
前売（自由席） 

485円 

12 月
  

五所川原市制50周年記念

南こうせてフ 

コンサ一トッア一2004 
国境の風 

18 : 30 
税込・全席指定 
S席 5,500円 
A席 5,000円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 

 

4
  

日
  

日本舞踊 
彩扇会踊りぞめ 

12:00 無 	料 

14 木
  

五所川原市教育研究会
全員研修会 

14 : 00 関 係 者 

※主催者の都合により、日程等が変更になる場合があります。 

五所川原市役所 容35-2111 平成16年 4月 1日 8 



 

健康福祉課からのお知ら  

福祉タクシー事業 

市では、在宅の重度心身障害者で申請した方に対
して福祉タクシーの利用券を交付しています。 
◇受付期間 4 月 1 日（木）から 
◇対象者 市内に居住する在宅の重度心身障害者（身

体障害者手帳 1 級及び 2 級の視覚障害者並びに上
肢機能のみのものを除く肢体不自由の方）。または
愛護手帳 A の方。 

◇持参する物 身体障害者手帳または愛護手帳、印鑑
◇申請・問い合わせ先 障害福祉係 内線540 

手話通訳者を派遣しています 

市では、聴覚・言語機能障害者の社会参加推進の
ため、手話通訳者を派遣しています。病院、学校、 
銀行及び公共施設等を利用する際にご利用ください。 
◇利用時間 毎週月～金曜日（祝祭日を除く） 

8時30分～17時 
◇申し込み・問い合わせ先 障害福祉係 内線542 

精神障害者保健福祉手帳などの 

申請・相談受付窓口 

精神障害者の申請・相談窓口を市で行っています。 
①精神障害者保健福祉手帳の申請・交付 
②精神障害者通院医療費公費負担の申請 
③精神障害者社会福祉復帰施設やその他在宅福祉サ 

ビスの利用に関する相談等 
◇申請・相談先 障害福祉係 内線542 

繊舞繊麟ミ 

	 支援費制度露議麟山卿一一編津＝叫嘉通 

昨年4月から、支援費制度が始まっています。 
〈対象となる在宅サービス〉 
居宅介護（ホ ムヘルプ）、デイサービス 
短期入所、グループホーム（知的障害者のみ） 

〈対象となる施設サービス〉 
更生施設、療護施設（身体障害者のみ）、授産施設、 
通勤寮（知的障害者のみ）、国立コ口二ー 

◇問い合わせ先 障害福祉係 内線541 
、 

定期予防接種 三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風）個別接種のお知らせ 
麻しん（はしか）・風しん・日本脳炎 	 健康推進係 内線234 

 

もう一度、母子手帳を確認 1 受けていない予防
接種があったら早めに受け、子どもさんを、感染症
から守ってあげましょう。 

	

◆接種対象年齢 三種混合 	3 --90月未満 

麻しん、風しん 12~90月未満 

	

日本脳炎 	6 -90月未満 
◆実施期間 4月1日～平成17年3月31日 
◆料金 無料（ただし、接種対象年齢内であること） 
◆持参するもの ①母子手帳 ②予診票 こども健

康手帳に、綴られていますが、予防接種別に、色
が違いますのでご注意ください。なお、日本脳炎  

予診票のみ、平成10年以前の手帳には綴られてい
ませんので、医療機関に備えられている予診票を
ご利用ください。 

◆注意事項 ①予防接種を受ける前に、こども健康
手帳を読み、予防接種についてご理解くださ氏
②接種曜日及び、受付時間が、各医療機関により
違いますので確かめてお出かけください。 
③お子さんの健康状態を、よく知っている方がお
連れください。 
④予防接種の間隔などについては医師とご相談く
ださい。 

平成16年度個別予防接種（三種混合・麻しん・風しん・＝本脳炎）実施医療機関一覧表 

医療機関名 電 話 
受 付 時 間 

備 	 考 
午 午 	後 

駅前クリニック 38 - 51J)() 9 : 00 ~ 12 : 00 2:00 ~ 5:00 水、 	Ii曜日 	」後休診 

江渡内科医院 34 - 3000 8 : 30 ~ 11 : 30 1: 313 ~ 5 : 00 第 1・ 3土曜日 8: 30-15 】加、第 2・4 土曜日 8: 幻～12: 加 

おとも小児科内科クリニック 39 一 2151 8 : 30 ~ 12 : 00 2: 00 ~ 6 : 00 水、土、午後休診 火、午後予防接種専門外来（火のみ要予約） 

かねひらクリニック 35 - 3167 8 : 30 ~ 12 : 00 1: 00 ~ 6 : 00 土午前8: 3O--12 :00 午後 j: 00~ 3:00、日、祝日 8: 30-12:00 

健生五所川原診療所 35 一 25妃 8 : 30 ~ 12 : 00 2: 00 ~ 4 : 00 午後 月～水・金 電話予約必要 
5 : 00 ~ 6 : 30 夜間 火・水‘金 電話予約必要 

佐藤内科小児科医院 35 一 4155 8:30 -11 :30 2: 00 ~ 4 : 30 木、土曜日 午後休診 

すわ胃腸科内科クリニック 38 - 1133 8 : 30 - 	12 : 00 2 : 00 -- 4 : 30 木曜日、土曜日午後休診 	電話予約必要 

西北中央病院 35 一 3111 2: 30 -- 3 : 00 水曜日のみ実施 

瀬川内科クリニック 33 - 0202 8 : 30 -- 12 : 00 2 : 00 -- 5 : 30 土曜日 午後休診 

対馬内科小児科医院 34 - 3431 9 : 00 -- 12 : 00 2 : 00 - 4 : 30 土曜日 午後休診 

っしまクリニック 38 - 3456 9 : 00 ~ 12 : 00 2 : 00 -- 5 : 30 土曜日 午後休診 

てらだクリニック 33 - 1200 9 : 00 -- 12 : 00 3: 00 - 6 : 00 水、土曜日 午後休診 

冨田胃腸科内科医院 34 一 3211 8 : 30 - 12 : 00 2 : 1313 -- 5 : 00 木、土曜日 午後休診 

都谷森小児科医院 34 -3425 9 : 00 - 12 : 00 1: 30 -5 :00 土曜日 午後休診 

永田小児科内科医院 34 - 5611 9 : 00 ~ 12 : 00 2: 00 -5 :40 木、土曜日 午後休診 

白生会胃腸病院 34 - 6111 9: OO -- 11 :30 1: 00 - 4 : 30 土曜日 午後休診 

増田病院 34 - 2727 9 : 00 ~ 11 : 00 2 : 00 -- 4 : 00 土曜日 午後休診 

三好診療所 36 一 2510 9:00 - 12 :00 2:00 -3:00 土曜日 午後休診 

9 	平成16年 4 月1 日 
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（  成人の相談日 ） 

健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相

談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・ 
保健センター 

4 月14日（水） 10 : 00-12 : 00 

ぐ みんなの健康教室ン
◆日 時・・・4月23日（金） 13時～14時 

◆場 所…働く婦人の家・保健センタ1 3階ホール 

◆テーマ・・・動脈硬化の新しい診断方法 

◆講 師…清水将之先生（清水クリニック） 

◆主 催・・・」ヒ五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のこ案内ー、、 
期 	日 時 	間 場 	所 

4月2日（金） 9: 30-- 16:00 五所川 原消防署 

4月13日（火） 9:30---14:30 
成分献血 働く婦人の家・保健センター 

ご希望の方は、 4月8日（木）まで健康福
祉課へご連絡ください。 

◆
◆
 

講
主
 

1人分 3l2kcal 

■材料（6人分） 
〈りんこのソテー〉 
りんこ 	 3個 
無塩バター 	50 g 
砂糖 	 50 g 
レモン汁 	小さじ3 

〈クリーム〉 
生クリーム 	300cc 
サワークリーム 	75 g 
グラニュー糖 	30 g 
バニラエッセンス・・・少々 

〈クレープ生地〉 
卵 	 3個 
薄力粉 	 150 g 
牛乳 	 375戒 
バター 	・・ 30 g 
砂糖 	小さじ 1と 

1 /2 
塩 	小さじ2/3 
サラダ油 	適量 

卵
 

市では、次代を担う子どもの出産を祝うとともに、健やか

な成長を願い、子宝祝い金を支給していますが、平成16年 4 
~ 月1日以後に出産した人から、支給額及び支給方法等が変わ 

’ ります。 

①支給対象者 市に住民登録があって、1年以上引き続き居

住している人、または、今後1年以上居住すると認められ

る人が出産した場合、及び出生した子の保護者に対して支

給する。 

②支給申請 出産後、3カ月以内に健康福祉課健康推進係の

窓口及び、各支所にて所定用紙に基き申請します。 

＊申請時必要なもの】母子健康手帳・印鑑・預金通帳 

③支給額 第1子または第2子を出産した場合・・・ 2万円

第 3子以降を出産した場合・・・8万円 

④支給方法 口座振込みいたします。 （申請者及び申請者と

生計を同じくしている方の通帳） 

※なお、平成16年3月31日出産までの方は、従来どおり

の支給となりますので、ご了承ください。 

「平成16年度乳幼児の健診・相談日・予防

接種のお知らせ」を、健康福祉課、各支所、働く婦人の 

」家・保健センターで配布しています。 

パウダーシュガー・・・少々 

■作り方 
☆りんこのソテー 	 小和田さん 

①りんこは皮をむいて厚めのいちょう切りにする。フライ
パンにバターを溶かし、りんこを強火でさっと妙める。 

②バターが全体にからんだら、砂糖、レモン汁を加えて混
ぜ、弱火で1 0---1 5分、上下を返しながら力ラメル色に妙
めて冷ます。 

☆クレープ 
①ボールにふるった小麦粉・塩・砂糖・卵を割り入れ混ぜ
る。牛乳を少しず二功日えながら混ぜていく。 

②なめらかになるまで混ぜたら、こし器でこし、30分以上

休ませる。 
③フライパンにバタ120 gを入れて火にかける。バターが
泡立ってきつね色になり、その泡と音が消えたら生地に
加え30分おく。 

④直径26cmのフライパンにサラダ油を薄くひき、火からフ
ライパンを離して木じゃくで1杯分の生地を流し入れ、 
薄く焼く。 

⑤表面が乾いてきたら菜箸で裏返し皿に取る。 
⑥クレープ生地の中央にりんこのソテーを盛り、四角にた
たみ皿に取る。 

⑦ボールに生クリームとサワークリームを泡立て、角がで
てきたらグラニュー糖とバニラエッセンスを加える。 

（臥I）にパウダーシュガーをふりかけ⑦をスプーンですくっ
て形よく飾る。 

青森県食品アドバイザーの示霜苗慶子さんをお招きして、 
りんごを使ったおやつの講習会を行ったときのレシピです。 
とてもおいしく、簡単につくれる一品です。春休みのお子
さんと一緒に作ってみてはいかがですか。 

お詫びと訂正 広報3月15日号P12「あなたも作ってみませんか」の作 

ぐ⑤2行目の「鶏肉」は「豚もも肉」に訂正してお詫びいたしますノ 
五所川原市役所 容35-211l 	平成16年 4月1日 10 
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